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1茶花ぽこさんいわく｢すごい都会｣｡高級デパートが立ち並ぶ｡2電車や地下鉄がないので､車の数が多く､渋滞がひどい｡3バスのドアは
閉まらない｡すごいスピードで走っても､乗客が落ちることはない(らしい)04街をかけ回るバイクタクシー｢バジヤイ｣｡5休憩中なのか､勤

務中なのか･･･｡暑いせいなのかな､警備員のおじさんも休みがち｡6インドネシアは､無人島を合わせると1万7000以上の島々からなり､

島を真珠に見立てて｢東洋の真珠｣とも呼ばれる｡7インドネシア人は揚げものが大好き｡屋台ではタロイモや豆腐などいろんな揚げものが

売っている｡8コンビニもある｡インドネシアオリジナルメニューも｡9フル-ツの屋台｡みんな､せかせかせずのんびり過ごしているんだって｡
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【ハロー!ジャカルタ･まんが教室に参加してくれたこども記者たち】
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ナ デ ィア さ ん (9才 )が か き ま し た ｡

テーマ｢将 来 ､何 した い ? ｣

13才 の 時 ､バ スケの トーナ メントに 出 た い .

18才 の 時 ､まん が を出 しT.=い ○

25才 の 時 ､好 きな 人 と結 婚 した い .
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インドネシTのまんが書は インドネシア
巌rNAKAYOSuH日は1品鮎 70Fi｡1釜
がだいたい約50円だから､結構高いね｡
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